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多武峰談山神社嘉吉祭の神饌の研究
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［目的］　前2報11　21から談山神社嘉吉祭の神饌である高盛りの供物は春日大社や法隆寺

と類似のものであることから、中世における神仏混淆時代の所産であろうと報告した。本報

では嘉吉祭の起源から今日に至るまでの時代背景と供物の変容から中世における多武蜂の食

文化を考える。

［方法］　1911～1992年の現地観察および聞き取り調査をもとに「談山神社文化財目録」よ

り文献rn査を実施した。

　［結果］　白眼7（679）年、藤原鎌足の長子定恵が唐より帰朝し、多武峰に十三重塔、妙楽寺

を建立、大宝元（701）年に聖霊院(神社）を創建し、藤原鎌足を祭神とした神仏混淆の形態

で創始されたが、明治2（1869)年廃仏棄釈を行い談山神社とti r,た。

　染めた米、木の実、果実を高盛りにした神鏡「百味の御食」を奉献する扇吉祭の起源およ

び祭祀の内容は「紅葉捨遺」（元文３［1738］年）、「三番行事記、三番行事記附録」（宝暦

13［1763]年］、「譚岑造営記第四第五」（享保19[17341年］、ｒ古式n美天倶楽ｊ［大正6i:

1917］年）に記されている。記録によるど神震'の内容には染めた米、木の実、果実の高

盛りに加えて香墟、三品泣、子ヅテ、カタマワリなど“仏供”に起源が求められると考えら

れるものが多く供えられるが、それらii高杯に・られ、その祭祀伝供の形式も第一に奉幣、

第二に無垢人さらに神盃。神箸、瓶子など神鏡供進そのものであり、特殊神饌として多武≫

独特の食文化を創りあげたといえよう・　　1）日本家政学会第44回大会要旨集、174（1992）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　　　”　　　45回　　　ﾉ〆　　　｡　169（1993）
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　目的　食の禁忌がほとんど消滅した感がある現在の日本人にとっては、鶏の卵やその肉
は最も普通に食べられる食品の一つである。しかしこれらの食品は、長いあいだ日本人が

食べることを忌避してきた食品である。人が食物を食べ物として受容する、あるいは忌避

するのはどのような理由によるのであろうか。鶏肉が、忌避される食品から受容される食

品へと向かう過程を追うことによって、その背景を検討することを試みた。

　方法　鶏肉が食べられてきた過程については、江戸期の「料理物語」「料理網目調味抄

」などの料理本を中心に、明治期の「食道楽」等を資料として、鶏肉の出現頻度や料理の
種類、食べ物としての意義等について検討した。一方、鶏肉を忌避してきた事実や背景に

ついては、江戸期の料理本のほか天武紀４年の「肉食禁止令」をはじめとして「建内記」

　「秋山紀行」等の諸書からその間の事情を汲みとると同時に、「日本大王国誌」「ザビエ

ル書翰抄j　「日本教会史」などの外国人による記録から検討することにした。
　結果　鶏肉が食べられてきた具体例としては「料理物語」以後種々の料理に使われてお

り、また病人食に有効な食べ物として扱う例も少なからずみられた。食べることを忌避す

ることに関しては、日本側の資料では、暁を告げるあるいは闇を閉じる時告鳥として位置
ずけられることから、食べることが憚かられたと専ら理解されるのにたいして、外国人の

資料では、日本人は、自分等が飼育するものを食べないと指摘しており、おそらくその両

面によったものであろうと考えられた。また忌避が解かれることについては、明治期にお
ける文明開化の影響が大きく作用したものと推察された。
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